
vol.41
2013.７月 発行

〒417-0001 静岡県富士市今泉2220番地
 　　　　　TEL〈0545〉52-0402　FAX〈0545〉55-1119
 　　　　　http://www.fuyoukai.org

ひ ま わ り 園
ひ ろ み
恩 賜 記 念 み ど り 園
み ぎ わ 園
み ぎ わ 園
デイサービスセンターみぎわ園
ふようデイサービスセンター
ふよう居宅介護支援事業所
富士市吉原西部地域包括支援センター
み ぎ わ 園　今年も水不足が心配されます。世界に目を向けると飲料可能な淡水の埋蔵量が減少している様です。日本は自然豊かな島国。その為

水に対する意識が低くなりがちです。感謝の気持ちを大切にしていきたいです。
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沖本洋子、落合理、小穴菅登、太田康彦、金盛妙子、川島泰彦、勝又長見、金子圭介、菊池光男、こしじ 山内則子
光栄寺 戸澤詠子、甲田商店、小林栄子、小西徳三、佐野裕子、篠原桂子、白井ひろみ、㈱ジェイ・ストーム、鈴木重勝
戸巻ひさ子、戸巻紀美子ナガトカチコ、内藤恵美子、はなまる薬局、富士市社会福祉協議会、プラチナ会、堀川ちと子
松野邦章、マルハン荒田島店、マルハン鷹岡店、蓑ゆかり、宮地正明、緑ヶ丘町内会、森志生子、安ケ平吉朗、山下雄司
㈶養鰻振興基金のぼり会事務局、渡部陽子、渡辺建設工業㈱

当法人にたくさんのご寄付をいただきありがとうございました。
お礼を申し上げここに紹介させていただきます。（敬称略）

（H25.3.10～6.13）

ボランティアさん
紹　介

　みどり園にボランティアに入らせていただ
いて、10年以上が経ちました。子どもたちと
一緒に遊んだり、食事介助をしたり、3時間程

の短い時間ではありますが、とても楽しい時間
を過ごさせてもらっています。
　みどり園にいて感じることは、保育士の方た
ち、調理の方たち清掃の方たち、一人ひとりに
愛情を持って接していることです。
　私達が伺うたびに子どもたちの成長も感じら
れ、また会いに来たいと思いながら帰ります。
　先日も、いつも会う男の子に｢私、また来るけ
ど、遊んでくれる？｣と話かけると、笑顔でうな
ずいてくれてうれしかったです。幼児とは思え
ない大人っぽい対応にも感じました。
　みどり園でみる子どもたちの笑顔が大人に
なってもずっとずっと続きますように、いつも
願っています。

片平 陽子さん

石川 ふみ子さん

「りぼん」

青山百合子　伊藤芳亮　　内田牛乳店　佐藤健治
白井ひろみ　㈲鈴吉商店　月岡米子　　戸塚保次
戸巻ひさ子　戸巻紀美子　内藤恵美子　芳賀正治
芳賀道子　　松本一繁　　望月保夫・瑠美子
ヤマグチ電機㈱　吉原教会　　㈱大松園

後援会について
振　込　先

郵便局振替口座
・口座番号 00880-0-2423
・口座名称 芙蓉会後援会

年間会費
個人会費 1口 1,000円｝

何口でも結構です

会　　社
団体会員 1口 3,000円｝
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　原因は預り金台帳を毎月２０日〆で処理している為、２１日から末日までに通
帳振込があった場合に送付させていただいた台帳と不一致が生じてしまう為
でした。
　お問い合わせ頂いたご家族様には、お詫びと併せて処理説明のお手紙と通
帳のコピーを送付させていただきました。
　また、他の利用者様（ご家族）にも説明の文章を送付させていただきました。

　利用者ご家族さまより｢施設より送られて
きた預り金台帳と振込通知書に相違がある
ようなのですが確認をお願いします｣と問い
合わせがありました。

内　　容施設名 時期 回　　答（対策）
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　謝罪に伺い、関係する職員への指導を行うと共に、職員会議時に子どもへの
対応についての確認を行い、ユニット会議時に関わり方や、対応についての見
直しを検討する機会を設け、職員間での徹底を図りました。

緊急一時保護でお預かりした5ヵ月のお子さ
んのオムツかぶれを悪化させてしまったこと
で、職員の業務に対する姿勢や、個別の対応
について職員に徹底できていないのではな
いかというご指摘をいただきました。

※今回、他の施設はありませんでした。

目 箱安 （H25.4～H25.6）

岡本 美姫 渡邉 咲帆 大川 千夏 大箸 真奈美 法月 　歩 半田 智早 渡辺 初美 中野 幸史 中根 遥子 宮本 宗幸勝又 きよみ

みぎわ園

髙嶋 月菜 永嶋 綾香 民部田 　厚 櫻井 宏樹 佐野 静香 鈴木 衣津美 菊島 　薫 吉田 ゆき子 髙梨 有希

ひまわり園 みどり園 ひろみ



公 分 母
｢芙蓉会百十周年を迎えるにあたり｣

（自立の努力と地域のご協力）

　今から百十年前富士育児院は産声を上げた。生活の資金として米国の善意による援助金を元に渡邉代吉
は富士育児院を開設したが、次々と園児も増加し瞬く間に十三人の家族に成長した。援助金のみでは不足する
院費を生み出すのに創設者代吉自ら行商をしたり、寄附金を集めたりと大変な努力をした。
　しかしながら、代吉は自立を目指して種々活動をした、設立後八年間を総括して報告書として出版された富士
育児院小観第三号には下記の記述がある。

とある。
　此の成果は記録によると明治四十年度総収入四百六十八円九十銭の内六十七円二銭が手芸部収入とさ
れ14.3％弱を占める。明治四十一年度は収入総額五百拾弐円の内七拾円壱拾五銭と13.7％強である。
　援助金と自立による資金獲得ではまだ不足する金額は寄附金に頼る他は無く寄附金の募集にも力を出した。
そして多くの方から寄附金を頂いた。その中には寄付をするだけで無く寄附金の募集に協力する方もあった。例
を示すと

と記録されている。運送業に従事しているので鉄道の駅とは関係があり思いついて進言したのであろう。
時期については不明であるが富士山頂にも慈善箱が設置され募金をした。

　斯様な記述がある如く、富士育児院の経営には地域の皆様のご協力が在って成り立ってきた。何ら財的基
盤によるでなく、一貧乏人とアメリカの善意のある方々の慈善的な援助金で発足し、富士育児院から社会福祉
法人芙蓉会として成長し百十年を迎えることが出来たことは神のご加護と、ひとえに地域の皆様のご協力の賜と
して感謝する次第であります。

みどり園園長　内藤 順敬

　ふようデイでは、5月・6月と
外出を行いました。公園・買い
物・昼食それぞれ行きたい場所
を事前にアンケートを行い、利
用者様の希望の場所にお出か
けしました。

　ふようデイでは、5月・6月と
外出を行いました。公園・買い
物・昼食それぞれ行きたい場所
を事前にアンケートを行い、利
用者様の希望の場所にお出か
けしました。礼　拝 理事長挨拶

　１人１人に行きたいところを聞き、お寿司屋さ
んに行って来ました。メニューを眺めご自分が
食べたいものを決め、召し上がっておりました。
　｢おいしかった。｣｢良かった。｣｢有難う。｣との
声があがり、職員も喜んでくださる利用者様を
見ていると温かな気持ちに包まれました。
　今後も皆様に喜んでいただけるような企画を
行っていきます。

お寿司を食べに行ってきましたお寿司を食べに行ってきました

　季節を感じて頂きたくお花見に行きました。
中央公園のバラ、浮島メガネ池の菖蒲を見てま
いりました。季節を感じると共に屋外での歩行
訓練、人との交流をすることができました。今後
も季節に合わせた行事を行っていきます。

お花見に出かけました

　昔の記憶を思い出しながら、利用者様と一緒
に蕎麦打ちを行いました。
　懐かしいね。昔を思い出すよ。家でもやりたい
から分量教えて。などと言う声が皆様より聞かれ
ました。また中心となって行ってくれた利用者様
の手つきがプロ並みで驚きました。
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　部活動で忙しい日々の合間に、朝早く眼をこ
すりながら出掛けて行き、海での釣りを楽しむ
ことが出来ました。
　釣った魚は持ち帰り、自分達で調理して、一
日の釣りの思い出を話しながら、おいしく頂き
ました。

　けやきの子ども達が職員の誕生日にサプライ
ズでお祝してくれました。
　ケーキを作ってくれている時のみんなを想像
すると…涙。
　温かい感謝の気持ちでいっぱいです。
　みんなありがとう！
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　GWに黒川で川遊びを楽しんできました。天
候に恵まれ、生き物を探したり、川に飛び込ん
だり、水を掛け合って遊んだり…。
　一足早く夏を満喫してきました。

　ゴールデンウィークを利用し、岩本山公園へ
お弁当を持って出掛けました。
　とても天気がよく、広いところで、思いっき
り走りまわり、ハイキングをして自然をみんな
で満喫する事ができました。

　りんどうの子ども達は、４月２８日に丸火自
然公園でバーベキューを行いました。
　思い切り食べ、遊ぶ事ができ、楽しい一日を
過ごす事が出来ました。

　
　私は４月からひろ

みで保育士として
働かせて頂い

ています。初めは特
に料理を作るのが

とても大変で

したが、２ヶ月経っ
た今では大分慣れ

て、料理も上達

してきました。子ど
もたちの「美味しい

」の一言が励

みになっています
。

　これから辛いこ
と楽しいこと沢山

あると思います

が、私らしく頑張っ
ていきたいと思い

ます。

　　　　　　　　
　　　ひろみ保育

士　髙梨有希

4F

3F

5F

　子ども達は散歩が大好き。天気が
良い日は散歩に出かけます。近くの
公園で花や虫を見つけては、嬉しそ

うに養育者に知らせてくれます。
　特に車やトラック、ゴミ収集車が
通ると身を乗り出して見ています。

　毎週水曜日にリトミック
の先生に来ていただき、
ピアノに合わせてリズム遊

びを楽しんでいます。笑顔が絶えず、とて
もいい表情を見せてくれます。

　子ども達は遊ぶことが大好きです。
遊ぶ場所、玩具を工夫しながら子ども
達が楽しんで遊べるように心がけてい

ます。廊下が長く子ども達が手押し車を押して歩行した
りコンビカーに乗って遊んでいます。
　鏡遊びをし、いい表情を見せてくれます。
　サンデッキに出て外の空気に触れながらシャボン玉遊
びを楽しみます。
　シャボン玉が目の前に飛んでくると目で追ったり、手
でつかもうとするなど、かわいらしいしぐさを見せてく
れます。
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でつかもうとするなど、かわいらしいしぐさを見せてく
れます。



平成24年度 社会福祉法人芙蓉会　事業報告 平成24年度 社会福祉法人芙蓉会　会計報告
法人本部
　法人理念「自分を愛するように、あなたの隣人を愛せよ」の下、当
法人は109年の歴史と共に地域に愛され、民間社会福祉としての
活動と役割を果たすべく、社会福祉支援を要する人々への相談・援
助・支援、地域福祉活動、社会貢献等々に重点をおきながら事業を
推進いたしました。
　平成24年度は、法人として富士市及びこの地域の中で何が必要
とされ何を還元できるのか、また、国が社会福祉法人に何を望んで
いるのかの中で児童・高齢者と限定するのではなく其々が共存し得
る「複合型施設」が必要ではないかと考え、本事業を進めるべく建
設用地を取得いたしました。
　本事業は、介護保険施設に主たる役目があると考え、最終的には
児童と高齢者の複合施設と考えております。なお、第一次事業計画
（H24～H26）から第三次事業計画まで複数年に渡ります。

児童養護施設ひまわり園
　平成24年度は、児童定員90名に対して77名（男子44名、女子
33名）でスタートしました。年間で入所した児童は15名（男子4名、
女子11名）、退所した児童は9名（男子6名、女子3名）でした。年間
を通しての平均在籍数は、82.4名（充足率91.6％）でした。その他、
一時保護延べ8名、ショートステイ1名を受け入れました。

地域小規模児童養護施設ひろみ
　平成24年度、「ひろみ」は地域小規模児童養護施設の指定を受
け（承認年月日：平成24年4月1日）、本体施設の支援のもと、24時
間体制で入所児童の安全・安心の確保に努めました。平成24年度
は、小学生1名、中学生3名、高校生2名の計６名（女子）でのスター
トとなりました。
　ひろみでは地域の中での生活体験を基盤に、家庭的な環境の中
で、より個別的な関わりを持てるように努めました。
子どもが日常生活において主体的に考え、取り組むことが出来るよ
うに、児童会である「キンモクセイの会」と、子どもと職員の話し合
いの場である「ひろみ会議」月１回実施してきました。行事について
も、この話し合いでの意見をもとに計画、実行致しました。
　また地域との関係を大切にすることを心がけました。地域活動へ
の主体的な参加をすると共に、日常の中での地域住民の方々との
交流を大切することを意識しました。防災面においても、地域の防
災訓練は児童と共に主体的に参加し、近隣住民の方々と災害時の
連携について話し合うなど、お互いに協力し合える関係の構築に努
めました。
　また地域の方からはたくさんの野菜やお菓子、衣類などを頂いた
り、子ども達とも自然な関わりを持って下さるなど様々な面で支え
られて生活をしてきました。逆にひろみの子ども達や職員も近隣の
草取りやゴミ出しを手伝ったりと、地域の一員として生活することを
大切にしました。

恩賜記念みどり園
　平成24年度は定員30名で事業を実施する事ができました。年
度当初の在籍数が13名ということから、積極的に緊急一時保護や
入所依頼を受けて参りました。平成24年度中の入所は23件、一時
保護は20件で、内7名が虐待のケースでしたが、年間の入所率は
平均で67％という結果になりました。
　平成25年度は暫定定員での運営となりますが、県内4施設中3

施設が暫定定員となることもあり、措置費による運営施設の経営の
難しさや、厚生労働省が推進している「家庭的養護」に関する施策と、
現状との差が浮き出てきているとも考えられ、「家庭的養護推進計
画」作成の折には、県内の乳幼児定員の見直しが必要であるという
認識が生じてきました。
　基本目標や実施目標に掲げた、愛着形成の促進による「よりよい
関係作り」に関する取り組みは、ユニット制による養育や、0歳児小規
模グループケアの実施、日中一人の養育者がみる児童数を少しでも
減らすという、養育単位の小規模化への取り組みや、職員給食導入
により、大人と一緒に食事をする等の取組を通して子ども達の心の
安定に努めました。平成24年度の16名の退所児童中8名の児童を
家庭への復帰に繋げられ、家庭復帰率は50%と前年よりも増加しま
したが、里親への委託は19%弱と昨年を下回る結果となりました。
　乳幼児の緊急一時保護施設の役割を果たしている乳児院として、
感染症対策の機能強化を計るべく、電解水生成システムの導入や、
居室床面の抗菌コート剤塗布等の対策を講じましたが、システムを
上手く使いこなすことが出来ず、10月・11月マイコプラズマ肺炎、3
月にロタウイルスによる感染性胃腸炎、RSウイルスの園内への侵入
を許してしまいました｡このことから今後の感染症対策の見直しや、
電解水の使用法の検討による新たな感染症対策の構築という課題
を残しました。
　平成24年度受診予定であった第三者評価の受診に関しては、静
岡県内の評価機関の登録が遅れたため、平成25年度に受診を延期
しましたが、園内では第三者評価準備委員会を設置し、4月より受診
の準備を進めてまいりました。毎月1回会議を行い、自主評価を行う
ことで、園内の現状の把握と、職員の間の認識の格差是正や、改善点
の提案等、次年度に向けた対応を行い、より子ども達主導の養育を
目指しての取組や、課題の検討をする機会を持つことができました。

特別養護老人ホームみぎわ園
　H24年度は介護保険法改正の年で改正後2％の改定率は、如何
に稼動実績を上げて反映させるかでありました。新たにショートス
ティ事業に導入された緊急時受入れ体制は、各居宅支援事業所のケ
アマネ等からは、大いに歓迎されました。通所サービス系については
提供時間の変更等で、利用数の伸びに欠け、収入減に至った反省は
次年度への検討課題として努力を要する所であります。
　開設1年の吉原西部地域包括支援センターについては、担当地域
に多くの問題を抱えている実態が垣間見え、老人福祉の総合相談を
背景として更に信用と信頼の評価が得られるように、地域貢献に努
力する所であります。
　特養ユニット内では介護充実に向けた個別処遇へのアプローチが
図られ、看取り介護についても看護介護の連携の下、ご家族と共に9
名の方々の尊厳を持ったターミナルケアを完結しました。ご遺族から
の感謝の言葉に励まされ、私達に勇気と達成感を与えて頂き、意を
強くした看護と介護の実績でありました。平成25年度に向けた新会
計基準への移行準備に伴って従来の各事業所口座勘定の一本化は、
資金の流れの有効性と、将来展望を視野に入れた資金運用管理が可
能になりました。
　大規模災害防災上の整備は、実効性ある準備を計画しつつの一年
であり、全体として今年度は、経営も安定しつつ介護技術、職員の連
帯感等の向上を受け、地域老人福祉への新たな支援を進めるとして、
開設10年を迎えるみぎわ園の布石となった一年でありました。

財　　産　　目　　録 貸　　借　　対　　照　　表
平成25年 3月 31日現在 平成 25 年  3 月 31 日  現在 

資　金　収　支　計　算　書
（自）平成24年 4月 1日　（至）平成 25 年  3 月 31 日 

事　業　活　動　収　支　計　算　書
（自）平成24年 4月 1日　（至）平成 25 年  3 月 31 日 第１号様式 第３号様式

第６号様式

（単位：円） 　社会福祉法人 芙蓉会 　社会福祉法人 芙蓉会 

（単位：円） 　社会福祉法人 芙蓉会 　社会福祉法人 芙蓉会 

第５号様式

（単位：円）

（単位：円）
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助・支援、地域福祉活動、社会貢献等々に重点をおきながら事業を
推進いたしました。
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女子11名）、退所した児童は9名（男子6名、女子3名）でした。年間
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地域小規模児童養護施設ひろみ
　平成24年度、「ひろみ」は地域小規模児童養護施設の指定を受
け（承認年月日：平成24年4月1日）、本体施設の支援のもと、24時
間体制で入所児童の安全・安心の確保に努めました。平成24年度
は、小学生1名、中学生3名、高校生2名の計６名（女子）でのスター
トとなりました。
　ひろみでは地域の中での生活体験を基盤に、家庭的な環境の中
で、より個別的な関わりを持てるように努めました。
子どもが日常生活において主体的に考え、取り組むことが出来るよ
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いの場である「ひろみ会議」月１回実施してきました。行事について
も、この話し合いでの意見をもとに計画、実行致しました。
　また地域との関係を大切にすることを心がけました。地域活動へ
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ひ ま わ り 園
ひ ろ み
恩 賜 記 念 み ど り 園
み ぎ わ 園
み ぎ わ 園
デイサービスセンターみぎわ園
ふようデイサービスセンター
ふよう居宅介護支援事業所
富士市吉原西部地域包括支援センター
み ぎ わ 園　今年も水不足が心配されます。世界に目を向けると飲料可能な淡水の埋蔵量が減少している様です。日本は自然豊かな島国。その為

水に対する意識が低くなりがちです。感謝の気持ちを大切にしていきたいです。

vol.

沖本洋子、落合理、小穴菅登、太田康彦、金盛妙子、川島泰彦、勝又長見、金子圭介、菊池光男、こしじ 山内則子
光栄寺 戸澤詠子、甲田商店、小林栄子、小西徳三、佐野裕子、篠原桂子、白井ひろみ、㈱ジェイ・ストーム、鈴木重勝
戸巻ひさ子、戸巻紀美子ナガトカチコ、内藤恵美子、はなまる薬局、富士市社会福祉協議会、プラチナ会、堀川ちと子
松野邦章、マルハン荒田島店、マルハン鷹岡店、蓑ゆかり、宮地正明、緑ヶ丘町内会、森志生子、安ケ平吉朗、山下雄司
㈶養鰻振興基金のぼり会事務局、渡部陽子、渡辺建設工業㈱

当法人にたくさんのご寄付をいただきありがとうございました。
お礼を申し上げここに紹介させていただきます。（敬称略）

（H25.3.10～6.13）

ボランティアさん
紹　介

　みどり園にボランティアに入らせていただ
いて、10年以上が経ちました。子どもたちと
一緒に遊んだり、食事介助をしたり、3時間程

の短い時間ではありますが、とても楽しい時間
を過ごさせてもらっています。
　みどり園にいて感じることは、保育士の方た
ち、調理の方たち清掃の方たち、一人ひとりに
愛情を持って接していることです。
　私達が伺うたびに子どもたちの成長も感じら
れ、また会いに来たいと思いながら帰ります。
　先日も、いつも会う男の子に｢私、また来るけ
ど、遊んでくれる？｣と話かけると、笑顔でうな
ずいてくれてうれしかったです。幼児とは思え
ない大人っぽい対応にも感じました。
　みどり園でみる子どもたちの笑顔が大人に
なってもずっとずっと続きますように、いつも
願っています。

片平 陽子さん

石川 ふみ子さん

「りぼん」

青山百合子　伊藤芳亮　　内田牛乳店　佐藤健治
白井ひろみ　㈲鈴吉商店　月岡米子　　戸塚保次
戸巻ひさ子　戸巻紀美子　内藤恵美子　芳賀正治
芳賀道子　　松本一繁　　望月保夫・瑠美子
ヤマグチ電機㈱　吉原教会　　㈱大松園

後援会について
振　込　先

郵便局振替口座
・口座番号 00880-0-2423
・口座名称 芙蓉会後援会

年間会費
個人会費 1口 1,000円｝

何口でも結構です

会　　社
団体会員 1口 3,000円｝

み
ぎ
わ
園

５
月

　原因は預り金台帳を毎月２０日〆で処理している為、２１日から末日までに通
帳振込があった場合に送付させていただいた台帳と不一致が生じてしまう為
でした。
　お問い合わせ頂いたご家族様には、お詫びと併せて処理説明のお手紙と通
帳のコピーを送付させていただきました。
　また、他の利用者様（ご家族）にも説明の文章を送付させていただきました。

　利用者ご家族さまより｢施設より送られて
きた預り金台帳と振込通知書に相違がある
ようなのですが確認をお願いします｣と問い
合わせがありました。

内　　容施設名 時期 回　　答（対策）

み
ど
り
園

４
月

　謝罪に伺い、関係する職員への指導を行うと共に、職員会議時に子どもへの
対応についての確認を行い、ユニット会議時に関わり方や、対応についての見
直しを検討する機会を設け、職員間での徹底を図りました。

緊急一時保護でお預かりした5ヵ月のお子さ
んのオムツかぶれを悪化させてしまったこと
で、職員の業務に対する姿勢や、個別の対応
について職員に徹底できていないのではな
いかというご指摘をいただきました。

※今回、他の施設はありませんでした。

目 箱安 （H25.4～H25.6）

岡本 美姫 渡邉 咲帆 大川 千夏 大箸 真奈美 法月 　歩 半田 智早 渡辺 初美 中野 幸史 中根 遥子 宮本 宗幸勝又 きよみ

みぎわ園

髙嶋 月菜 永嶋 綾香 民部田 　厚 櫻井 宏樹 佐野 静香 鈴木 衣津美 菊島 　薫 吉田 ゆき子 髙梨 有希

ひまわり園 みどり園 ひろみ




